
　尼崎のアート発信基地、A－LAB（えーらぼ）は、若手アーティストの発表・創作の場
として活用することで、若い人の夢やチャレンジを通じて、子どもたちを始めとする市民
が芸術に身近に触れ、体験できる機会を提供します。現代アートの展覧会やアーティスト
によるワークショップ、トークイベントを開催しています。現在は展覧会「目で目は見え
ぬけれども」（会期：12月11日（日）まで）を開催中です。

あまがさきいろいろ 私たちのおすすめスポット
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【Ａ－ＬＡＢ施設情報】

所 在 地：尼崎市西長洲町2－33－1（阪神尼崎駅から北東へ徒歩15分）

開館時間：（会期中）月曜日・水曜日から金曜日まで　午前11時～午後７時

　　　　　土曜日・日曜日・祝日　午前10時～午後６時

休 館 日：（会期中）火曜日

利用料金：無料

駐 車 場：無

A-Lab Exhibition Vol. 32「Enjoy!」安田知司
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令和４年度　納税表彰並びに感謝状受彰者

　表彰状並びに感謝状を受彰されます次の方々は、多年にわたり、各団体の要職にあって、常に率先して
組織の育成に努められるとともに、申告納税制度の普及、納税道義の高揚に顕著な功績を挙げられました。

▪尼崎税務署長表彰� 　（敬称略：以下同じ）

氏　　名 役 職 名

小 坂 圭 一 公益社団法人尼崎納税協会 理　　事

福 田 　 孝 公益社団法人尼崎納税協会 理　　事

▪公益社団法人尼崎納税協会会長表彰
企 業 名 ・ 氏 名 役 職 名

今 井 正 也 公益社団法人尼崎納税協会 常任理事

新建設工業株式会社 公益社団法人尼崎納税協会 理　　事

木 谷 和 代 公益社団法人尼崎納税協会 個人部会 真納会支部 支部長

和 気 定 雄 公益社団法人尼崎納税協会 個人部会 信和青色申告会支部 支部長

▪尼崎納税貯蓄組合連合会会長表彰
組 合 名 ・ 氏 名 代 表 者 名 ・ 組 合 名

立花第一地区納税貯蓄組合 岡　　本　　勝　　治

小　　谷　　惠　　造 立花中央会納税貯蓄組合

《上位表彰受彰者》
▪近畿納税貯蓄組合総連合会会長感謝状

氏　名 役 職 名

中 　 西 　 日 出 雄 尼崎納税貯蓄組合連合会 副会長、大庄第二地区納税貯蓄組合 組合長
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「 税 の 作 文 」 　 優 秀 作 品 受 賞 発 表

尼崎税務署長賞
山　本　　　花　　尼崎双星高等学校
木　下　鈴　音　　尼崎双星高等学校
小　林　美　月　　尼崎高等学校

尼崎市租税教育推進協議会会長賞
穗　積　奏　子　　尼崎高等学校
北　浦　麻　姫　　尼崎双星高等学校

尼崎市租税教育推進協議会会長賞
辻　合　　　凛　　尼崎小田高等学校

公益社団法人尼崎納税協会会長賞
北　風　朝　加　　尼崎高等学校

　田　朱　音　　園田学園高等学校
大志万　秀　虎　　尼崎高等学校

全国納税貯蓄組合連合会優秀賞
川　西　凛　子　　南武庫之荘中学校

公益財団法人納税協会連合会会長賞
谷　重　若　菜　　武庫東中学校

近畿納税貯蓄組合総連合会会長賞
大　坂　奈々恵　　立花中学校
永　井　志　歩　　中央中学校

兵庫県租税教育推進連絡協議会賞
入　谷　　　月　　中央中学校

兵庫県納税貯蓄組合総連合会会長賞
土　居　由　那　　中央中学校
榎　　　奏　良　　立花中学校

尼崎税務署長賞
安　井　さくら　　園田中学校
本　田　菜　那　　南武庫之荘中学校

兵庫県阪神南県民センター長賞
片　原　有　希　　大成中学校

尼崎市長賞
松　田　美　和　　武庫東中学校

尼崎市租税教育推進協議会会長賞
橘　　　凛　子　　小園中学校
大　山　結　衣　　中央中学校
長　谷　菜　月　　武庫東中学校

尼崎市教育委員会教育長賞
小　田　弘　美　　小園中学校
山　出　陽　斗　　小園中学校
岡　﨑　想　來　　南武庫之荘中学校

近畿税理士会尼崎支部長賞
西　村　　　慧　　立花中学校

尼崎納税貯蓄組合連合会会長賞
阿　部　礼　那　　大庄中学校
金　沢　龍　雲　　大庄北中学校
武　田　梓　未　　小田中学校
佐　野　聖　來　　常陽中学校
東　嶋　胡　桃　　園田学園中学校
荒　木　心　葉　　園田東中学校
髙　屋　歩　花　　塚口中学校
山　縣　七々海　　日新中学校
勝　間　芽　生　　武庫中学校
兒　林　苺　杏　　武庫中学校

中学生の「税についての作文」審査【9/8】
　税務署、県税事務所、市役所、納貯役員による中学
生の「税についての作文」の一次審査会を開催しました。
審査員一同、中学生の皆さんの力作を熟読されました。
審査後は、「子供たちの個性が表現されている作品に感
心した」などの感想が寄せられました。

≪高校生の部≫

≪中学生の部≫
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小学生の「税に関する書道・ポスター」　優秀作品受賞発表

小学生の「税に関する絵はがき」　優秀作品受賞発表

兵庫県納税貯蓄組合総連合会会長賞
吉　田　　　碧　　　尼崎北小学校
永　田　佳　愛　　　塚口小学校

兵庫県納税貯蓄組合総連合会優秀賞
【書道の部】
池　田　やよい　　　潮小学校
坂　本　　　契　　　潮小学校
鮫　島　七　海　　　園田南小学校
濱　﨑　美　玖　　　立花南小学校
髙　見　茉由佳　　　難波小学校
野　口　千　歳　　　武庫東小学校
生　田　彩　羽　　　武庫東小学校
武　　　春　花　　　武庫庄小学校

【ポスターの部】
植　田　月　斗　　　園田小学校
湯　浅　花　緒　　　塚口小学校

兵庫県阪神南県民センター長賞
德　田　心　音　　　園田東小学校

尼崎市租税教育推進協議会会長賞
菅　原　由　衣　　　潮小学校
橘　　　冴　子　　　園田南小学校

尼崎市長賞
薬師寺　咲　羽　　　金楽寺小学校

尼崎市教育委員会教育長賞
梶　野　愛　舞　　　園田小学校
保　下　ちなつ　　　立花南小学校

尼崎納税貯蓄組合連合会会長賞
【書道の部】
大　海　結　雫　　　尼崎北小学校
中　川　愛　理　　　尼崎北小学校
島　中　七　海　　　大島小学校
木　村　瑠　伽　　　上坂部小学校
鈴　木　沙　彩　　　金楽寺小学校
平　井　美　羽　　　園田小学校
青　木　彩那子　　　園田南小学校
秋　岡　希　実　　　園田南小学校
山　縣　花　加　　　七松小学校
保　田　知　佳　　　浜田小学校
横　山　かのん　　　武庫庄小学校
福　西　彩　愛　　　武庫北小学校
小　澤　彩　花　　　武庫東小学校
玉　村　萌　花　　　わかば西小学校

尼崎市租税教育推進協議会会長賞
橋　本　ももな　　　園田南小学校

尼崎税務署長賞
内　田　陽　翔　　　尼崎北小学校

兵庫県阪神南県民センター長賞
大河原　和　奏　　　水堂小学校

尼崎市長賞
西　垣　太　陽　　　金楽寺小学校

尼崎市教育委員会教育長賞
加　藤　莉　子　　　大島小学校

近畿税理士会尼崎支部長賞
松　村　結　凪　　　園和北小学校

公益社団法人尼崎納税協会会長賞
武　　　春　花　　　武庫庄小学校

尼崎納税貯蓄組合連合会会長賞
井　出　りさら　　　塚口小学校

入　　　　選
小　泉　里　奈　　　潮小学校
杉　本　凜　花　　　大庄小学校
伊　藤　　　結　　　小園小学校
黒　田　琉　那　　　上坂部小学校
影　平　椛　純　　　成徳小学校
植　田　月　斗　　　園田小学校
塩　﨑　音　寧　　　園田北小学校
鎌　田　　　葵　　　園和小学校
河　合　紅　羽　　　立花小学校
帆　北　モ　コ　　　立花北小学校
フォード  芽 衣　　　立花西小学校
中　西　祥　千　　　立花南小学校
井　原　健太郎　　　長洲小学校
中　村　一　歩　　　七松小学校
髙　見　茉由佳　　　難波小学校
三　浦　佳　奈　　　難波の梅小学校
片　桐　風　空　　　浜小学校
茨　木　美　桜　　　浜田小学校
兒　林　柚　杏　　　武庫小学校
北　野　帆　珠　　　武庫の里小学校
降　井　　　初　　　武庫東小学校
中　村　天　音　　　明城小学校
桑　原　瑞　巴　　　名和小学校
平　井　　　藍　　　わかば西小学校

※「兵庫県納税貯蓄組合連合会優秀賞」以外の賞は、すべて「書道の部」に該当する。
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法人県民税・事業税、特別法人事業税・地方法人特別税

詳しくはeLTAXホームページ（http://www.eltax.jp/）をご覧ください。

個人事業税

eLTAXヘルプデスク

受付時間

0570－081459（ハイシンコク）
月～金（土・日・休祝日、年末年始12/29～1/3は休業）
9:00 ～ 17:00 

受付日
電話番号

法人県民税・事業税、特別法人事業税・地方法人特別税の申告は

電子申告・電子納税をご利用下さい！

eLTAXの特徴
・自宅やオフィスから申告等の手続を行うことができます

・複数の地方公共団体に対する申告を、１回のデータ送信で行えます

・PCdeskのチェック機能により、入力及び計算等の誤りを防止できます

・eLTAX

・電子申告を利用すれば、電子納税も利用できます

に対応した市販の税務会計ソフトで作成した申告データを利用できます

エルタックス 検索

口座振替以外の方は、必ず納期限までに、県税事務所から送付のあった納付書に

より最寄りの金融機関、コンビニエンスストア（コンビニ収納用バーコードが印字

された３０万円以下の納付書）でお納めください。

また、スマートフォン決済アプリ（「PayB」「LINEPay」「PayPay」）でも納付

（コンビニ収納用バーコードが印字された３０万円以下の納付書）が可能です。

※ただし、領収証書の送付は行いませんのでご注意ください。

個人事業税の納税は、安全・確実・便利な口座振替で

個人事業税第２期分の納期限は

１１月３０日(水)です！

【お問い合わせ】
西宮県税事務所 個人課税課 ℡0798-39-1512・1535(直通）

【お問い合わせ】

西宮県税事務所 法人課税課 ℡0798-39-1538（直通）

エルタックス
で申告をしよう！

県税からのお知らせ

◇口座振替ご希望の方は県税事務所にご連絡ください。

兵庫県では、eLTAX（地方税ポータルシステム）を利用し、法人県民税・事業税、特
別法人事業税・地方法人特別税の電子申告・電子納税ができますので、ぜひご活用
ください。

（ 15 ）（ 14 ）

税  の  た  よ  り第 156 号 令和４年 11 月 10 日



お問い合わせ：尼崎市コールセンター　06-6375-5639
平日　     午前8時30分～午後7時
土日祝　　午前9時～午後5時

対象金融機関及び申込対象時間
■　三井住友銀行

受付時間

利用可能科目
●　個人住民税（普通徴収）

●　固定資産税・都市計画税（償却資産を含む）

●　軽自動車税種別割

●　国民健康保険料

■　ゆうちょ銀行

受付時間

受付時間

受付時間

受付時間

受付時間

　尼崎市ホームページの「税金」から「尼崎市Web口座振替受付サービス」に

  お進みいただくか、下のQRコードからもお進みいただけます。

QRコード

　市税や、国民健康保険料の口座振替のお申込みが、インターネットで簡単にお手続きできます。口座振替は、金
融機関の口座からの自動引き落としとなりますので、納付忘れの心配もありません。この機会に是非、便利・安心・
確実な口座振替をお申込みください。

お申込みいただける方
対象金融機関キャッシュカード又は通帳の暗証番号をお持ちの個人の方（法人は不可）

24時間申込可能

24時間申込可能

24時間申込可能

24時間申込可能

24時間申込可能

24時間申込可能

■　尼崎信用金庫

■　北おおさか信用金庫

■　播州信用金庫

■　大阪信用金庫

Web口座振替受付サービス

申込方法等

尼 崎 市 税
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納税協会・納貯組合 事業だより

◎ 簿記教室　　　　【7/8、13、15、20、22】

　初めて簿記を学ぶ方を対象に５日間コースで
開催いたしました。個人事業を営まれている方、
企業で経理に携わっておられる方など多彩な
方々にご参加いただき、わかりやすく講義して
いただきました。（講師：笠原伸哉 税理士）

◎ みんなのサマーセミナー2022　 【8/7】

　３年ぶりに開催された尼崎市民まつりに、
納税協会コーナーを出展しました。当日は秋
晴れのもと、キャッシュレス納付や電子納税
推進などの税に関する広報活動を行い、税金
クイズには600名を超える参加者を得るなど、
大盛況の一日でした。

税務署、市役所、県税事務所、税理士会 協賛

◎ 法人税決算期別説明会　　　　 【9/7】

　尼崎税務署法人課税担当官から、法人税申
告書を作成するためのチェックポイントや、
来年10月1日から施行される消費税インボイス
制度、電子帳簿等保存制度について説明しま
した。

尼崎税務署・納税協会 共催

　納税協会 主催

　尼崎市立尼崎高等学校にて多数の市民の方々
が参加されたサマーセミナー 2022で、当協会
青年部会の尾ノ上部会長が講師となり「楽しく
税金を学ぼうゼイ‼」をテーマとして、税の大
切さや使い道などをわかりやすく講義していた
だきました。

≪新規会員募集中!!≫【パソコン会計教室を開催いたします】
（12月5日(月)、6日(火) 納税協会にて）

　会計ソフトを使った記帳や決算について、

実際におひとりに一台パソコンをご用意し、

丁寧に、詳しく説明いたします。

　会計ソフトを利用すると、青色申告の決算

書の作成が容易にでき、青色申告の特典であ

る65万円の特別控除も受けやすくなるなどの

メリットもあります。

(詳しくは、納税協会までお問い合わせいただ

くか、ホームページをご覧ください。）

　秋は、税を考える週間等、税に関する行事

が多い時期で、市民の皆さんの「税」への関

心が高まる時期でもあります。一人でも多く

の方に納税協会にご入会いただくため、未加

入 の お 知 り 合 い の 方 に は 、「 協 会 加 入

を！！」と呼びかけていただきますようお願

いいたします。納税協会の事業活動は、ホー

ムページからもご覧いただけます。

検 索

http://www.nk-net.co.jp/amagasaki/

尼崎納税協会

（ 17 ）（ 16 ）
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金

法人・個人事業主の皆様へ

消費税納付専用積立
あましんが計画的な消費税納付をお手伝い！

消費税納付には計画的なご準備がいちばんです！

詳しくは、尼崎信用金庫店頭窓口にお問い合わせください。

【無料税務相談】

地域の文化・教育・環境など、
元気な地域づくりに貢献します。　

令和４年 11 月 10 日 第 156 号税  の  た  よ  り

（ 17 ）（ 16 ）



中学生・高校生の「税の作文」優秀賞
令
和
四
年
度
　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

増
税
で
明
る
い
未
来
を

令
和
四
年
度
　
尼
崎
税
務
署
長
賞

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
か
ら
学
ぶ
税

南
武
庫
之
荘
中
学
校　

三
年

川　

西　

凛　

子

尼
崎
双
星
高
等
学
校　

一
年

山　

本　
　
　

花

先
日
、
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
中
学
生
の
私
に
は
選
挙
権
は
な
い

の
で
す
が
、
十
八
歳
に
な
っ
て
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
選
挙
公
報
を
読

ん
で
み
ま
し
た
。「
消
費
税
を
五
％
に
！
」「
消
費
税
ゼ
ロ
！
苦
し
い
家
計
を
救
済
」「
消
費
税
・

ガ
ソ
リ
ン
税
の
減
税
」
な
ど
減
税
を
公
約
に
掲
げ
て
い
る
候
補
者
が
多
く
い
ま
し
た
。「
増
税
し

ま
す
！
」
と
訴
え
て
い
る
候
補
者
は
皆
無
で
し
た
。

減
税
は
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
し
ま
す
。
消
費
税
が
減
税
さ
れ
れ
ば
、
買
い
物
時
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
生
活
が
楽
に
な
り
ま
す
。
高
騰
す
る
ガ
ソ
リ
ン
代
が
減
税
さ
れ
れ
ば
、
車
を
持
っ
て

い
る
人
や
商
売
を
し
て
い
る
人
は
負
担
が
減
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
減
税
を
公
約
に
掲
げ
て
い
る

候
補
者
に
投
票
し
よ
う
と
考
え
る
人
が
多
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。

一
方
、
我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
医
療
、
年
金
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
の
費
用

が
増
え
て
い
く
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。
ま
た
、
近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

伴
い
、
検
査
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
生
活
や
事
業
支
援
の
た
め
の
給
付
金
支
給
な
ど
多
額
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ど
う
考
え
て
も
国
の
支
出
は
増
加
す
る
一
方

な
の
に
、「
減
税
」
と
い
う
耳
触
り
の
良
い
言
葉
に
釣
ら
れ
て
投
票
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
減
税
に
よ
り
ま
ず
は
景
気
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
政
策
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
な
ら
ば
景
気
を
回
復
さ
せ
た
後
の
税
金
を
ど
う
す
る
の
か
ま
で
公
約
に
掲
げ
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
減
税
し
て
結
局
足
り
な
い
分
は
借
金
で
と
い
う
の
で
は
、
将
来
税
金

を
納
め
る
こ
と
に
な
る
私
た
ち
若
い
世
代
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

増
税
を
訴
え
る
候
補
者
が
い
な
い
の
は
、
そ
れ
を
公
約
に
す
る
と
当
選
し
な
い
と
思
わ
れ
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
国
民
の
多
く
は
国
や
地
方
公
共
団
体
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
た
く

さ
ん
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
で
あ
る
な
ら
ば
、「
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
は
こ
れ
だ
け
の
費
用
が
か
か
る
の
で
増
税
し
ま
す
！
」
と
い
う
候
補
者
こ
そ
信
用
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
増
税
に
反
対
す
る
国
民
が
多
い
の
は
、
増
税
で
確
保
し
た
財
源
が

何
に
使
わ
れ
る
か
不
透
明
な
部
分
が
あ
る
か
ら
で
す
。
で
き
る
だ
け
無
駄
を
省
く
こ
と
、
み
ん

な
が
納
得
で
き
る
公
平
な
納
税
ル
ー
ル
に
す
る
こ
と
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
よ
く
な
る
よ
う
な

新
た
な
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
え
で
の
増
税
は
理
解
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

増
税
に
よ
り
、
後
手
に
回
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
私
た
ち
若
い
世
代
へ
の
保
障
の
財
源

を
確
保
し
て
ほ
し
い
で
す
。
今
ま
で
高
齢
者
へ
の
社
会
保
障
ば
か
り
に
財
源
が
あ
て
ら
れ
て
い
た

よ
う
に
感
じ
る
の
で
、
出
産
時
の
負
担
軽
減
や
保
育
の
無
償
化
、
高
等
教
育
の
無
償
化
、
返
済
不

要
な
給
付
型
の
奨
学
金
の
充
実
な
ど
若
者
を
応
援
す
る
有
意
義
な
政
策
に
税
金
を
使
っ
て
も
ら

え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
近
い
将
来
、
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
私
た
ち
若
い
世
代
が
前
向
き
に

な
れ
る
よ
う
に
、
税
金
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
半
年
が
経
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
日
本

に
避
難
し
て
い
る
人
は
一
七
七
八
人
と
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
て
い
た
。

今
年
の
二
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
ロ
シ
ア
が
軍
事
侵
攻
し
た
こ
と
を
知
っ
た
時
は
、
自
分
と
は

関
係
の
な
い
遠
い
世
界
の
、
も
っ
と
言
え
ば
、
過
去
の
話
で
は
な
い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
実
感
が

わ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
連
日
の
報
道
や
新
聞
、
恐
ろ
し
い
映
像
、
長
引
く
状
況
を
知
り
、

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
、と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
な
ど
自

衛
隊
装
備
品
の
供
与
、
緊
急
人
道
支
援
、
避
難
民
受
け
入
れ
支
援
、
と
徐
々
に
支
援
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
も
他
人
事
で
は
な
い
の
だ
と
思
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

そ
し
て
、そ
の
支
援
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
国
の
予
算
の
一
般
会
計
予
備
費
で
あ
る

と
知
り
、
税
金
は
国
内
の
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
知
っ
た
。
普
段
、
あ

ま
り
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
医
療
・
年
金
・
介
護
・
福
祉
な
ど
公
的
サ
ー
ビ
ス
、
暮
ら
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
公
共
事
業
な
ど
、
実
は
、
常
に
私
た
ち
の
生
活
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
税
金
は
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
か
と
思
え
ば
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う
な
遠
い
国
の
支
援
に

も
使
わ
れ
る
。
税
金
に
は
、
様
々
な
多
く
の
役
割
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
、そ
の
税
金
の
名
称
は
「
支
援
税
」
で
は
な
い
。
約
五
十
種
類
も
の
税
金
で
集
ま
っ

た
「
国
の
お
金
」
が
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
税
金
の
使
い
道
は
、そ
の
時
々
で
優
先

順
位
が
異
な
り
、
多
く
は
国
民
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、
そ
れ
は
、

大
き
な
間
違
い
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
経
済
協
力
費
」
と
い
う
開
発
途
上

国
の
自
立
を
支
援
す
る
予
算
も
元
々
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
。国
際
社
会

の
平
和
を
願
っ
て
、
世
界
の
人
々
の
た
め
に
支
援
す
る
こ
と
も
、
国
の
大
切
な
仕
事
な
の
だ
と

学
ん
だ
。
他
の
国
の
た
め
に
、
国
の
お
金
を
使
う
こ
と
の
で
き
る
日
本
を
誇
ら
し
く
感
じ
た
。

「
国
内
の
た
め
だ
け
」
な
ど
と
い
う
考
え
は
非
常
に
自
分
勝
手
で
小
さ
な
捉
え
方
を
し
て
い
た

と
、
少
し
恥
ず
か
し
く
も
感
じ
た
。

税
金
に
多
く
の
種
類
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
使
い
道
に
も
多
種
多
様
の
意
義
と
役
割
が
あ

る
。
だ
が
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
助

け
を
必
要
と
し
て
い
る
国
・
人
々
を
助
け
る
、
困
っ
て
い
た
ら
手
を
差
し
伸
べ
る
、
た
だ
そ
れ

だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
税
金
が
持
つ
意
味
の
根
底
な
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ

た
。
言
葉
に
す
る
と
、
小
さ
な
こ
と
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
助
け
合
う
、
支
え
合
う
、
そ
う

す
る
こ
と
で
、
国
の
一
つ
一
つ
が
、
国
民
の
一
人
一
人
が
平
和
で
安
全
な
日
々
を
暮
ら
す
こ
と

を
実
現
で
き
れ
ば
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
が
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
平
和
に
つ
な

が
る
の
な
ら
良
い
な
と
思
う
。
今
回
、
税
金
が
平
和
と
結
び
つ
く
こ
と
に
驚
き
、
一
つ
の
側
面

か
ら
で
は
な
く
、
多
角
的
に
物
事
を
考
え
る
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、
色
々

な
角
度
か
ら
税
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（ 19 ）（ 18 ）
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緑茶はもともと漢⽅薬
　過去に静岡県の市町村で胃ガンの発生率を調査した
所、ある緑茶の生産地では男女ともに全国平均の30%
以下、という数字が発表されました。お茶の産地だけ
あって、1年間の緑茶の消費量が一人あたり1800グラ
ムと全国平均の約2. 5倍になっていることが分かりま
した。
　緑茶の効用はガンだけではなくて、高い血圧も下げ
るとともに、糖尿病の血糖値も改善することも分かり
ました。さらに、血液中のコレステロール値や中性脂
肪値も低下させる働きも明らかにされたのです。
　私達が漢方薬としてすぐ思い浮かべるのは、朝鮮人
参やクコなどだと思いますが、緑茶はもっとも身近な
漢方薬の一つだと言えるのです。研究結果では、お茶
の中に含まれる主成分でタンニンの一種であるカテキ
ンが、薬効の元であることが分かってきました。渋味
の元になっている物質です。体内にある脂質が酸化す
ると不安定になり、ガンや動脈硬化の原因になるので
すが、カテキンがその酸化を防いで両者から体を同時
に守るのではないか、と考えられています。

緑茶の歴史
　お茶は中国から栄西というお坊さんが持ち帰り、薬
として日本中に広めたとされています。その時は現在
のお茶の種類で言えば、抹茶に近いものであったよう
です。そのうち気持ちが爽快になるなどの効用が知れ
渡り、地位の高い人や武士社会の中で薬としてではな
く、飲み物として愛用されるようになりました。
　中国では明の時代に葉を蒸して作る煎茶という製法
が開発され、室町時代前期に日本に入って来ます。煎
茶はとても手軽で便利なため、日本でも急に普及が進

みました。芽や若葉を摘んでも摘んでも枝が伸びるく
らいに木が強く、江戸時代になると日本中で栽培が行
われるようになりました。
　さらに番茶などの廉価なものが作られて、庶民の間
でも広く飲用されることになります。

カテキンとカフェイン
　高脂血症に大量飲酒が加われば、脂肪肝になります。
さらにアルコール肝炎、肝硬変と病気が進行して大変
なことになるのですが、緑茶でこの脂肪肝を少しは予
防できるそうです。動物実験の研究でも餌に緑茶を加
えておくと、脂肪肝の程度が軽くなります。ただし、
お茶を飲んだ位で大酒飲みの罪は消えるものではあり
ません。
　緑茶から溶け出してくるものには、カテキンの他に
カフェインがあります。気分を良くし、時には頭痛を
取り心臓の血管を拡張させるなど、古い時代に薬とし
て用いられていたときの薬効は、カフェインが主役で
した。また、茶がらにも水に溶けない栄養分としてカ
ロチン（体内でビタミンＡとなる）やビタミンＥがあ
り、いずれも抗ガン作用を始め成人病予防効果のある
ものです。
　それならば、いっそのこと緑茶をそのまま食べては
どうか、丸ごと栄養素を体に入れようという発想が生
まれました。煎茶をすり鉢で細かくすれば、自家製の
食用茶の出来上がりです。ふりかけに混ぜたり焼き飯
に入れたりすると、お茶の香りも加わって風変わりの
美味です。食べるところまではともかく、お茶をうん
と沢山飲む緑茶健康法を皆さんにはお勧めしたいもの
です。

ハーティ21 健康ノート
「緑茶健康法」

市民健康開発センター
ハ ー テ ィ 2 1   監 修

TEL.  06-6426-6121
TEL.0800-300-6124
TEL.  06-6426-6102

（フリーコール）
（代表）

定員132席
（テーブル使用の場合）

料金：9-12 時 16,450 円、13-17 時 21,340円、18-21 時 32,850 円
いす席のみの使用の場合320名まで収容可能！

定員63席
料金：9-12 時 9,630円、13-17 時 12,520 円、18-21 時 19,180 円

勉強会や講演会などに最適！
プロジェクター、スクリーンなどを使用した小規模な　

定員20席
料金：9-12 時 3,250円、13-17 時 4,330円、18-21 時 6,540円
リーズナブルな価格で社内会議などに最適！

令和 4 年度　8、11、1 月号掲載原稿 ( 予定 ) 
― 施設利用のご案内 ―

・ハーティホールでWi-Fiがご利用いただけるようになりまし
た。ウェブ会議や講演会などにぜひご利用ください。
・新型コロナウイルス感染防止対策を実施しております。状況
によりご利用人数に制限を行う場合がありますので詳細はハ
ーティ21ホームページをご確認ください。ハーティ21ホームページ
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神戸支社/

TEL 078-392-3151

神戸支店/

TEL 078-570-4300
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